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日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会
は
、
同
連
合
会

特
別
委
員
会
「
空
き
家
対
策
検
討
委
員
会
」

の
協
議
報
告
に
基
づ
き
、
10
月
を
目
処
に
学

区
内
で
「
空
き
家
見
守
り
活
動
」
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
９
月
の
学
区
自
治
連
定
例

会
で
、
検
討
委
の
見
守
り
活
動
実
施
計
画
案

が
了
承
さ
れ
、
昨
年
以
来
検
討
し
て
い
た
空

き
家
対
策
の
一
つ
が
具
体
化
、
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

大
津
市
は
、
日
吉
台
学
区

を
空
き
家
対
策
の
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
、
学
区
内
に
増
え

続
け
る
空
き
家
の
利
活
用
策

な
ど
を
検
討
し
て
き
た
。
こ

の
な
か
で
昨
年
度
、
市
の
空

き
家
対
策
推
進
室
と
学
区
空

き
家
対
策
検
討
委
は
、
日
吉

台
に
あ
る
空
き
家
の
実
態
調

査
を
実
施
、
約
１
６
０
０
戸

の
住
宅
の
う
ち
、
１
０
０
件

が
空
き
家
と
み
ら
れ
る
。

市
と
学
区
自
治
連
は
、
こ

れ
ら
空
き
家
に
つ
い
て
今
後

の
扱
い
を
検
討
す
る
た
め
、

空
き
家
所
有
者
と
意
向
調
査

な
ど
を
通
じ
連
絡
を
取
り
合
っ

た
と
こ
ろ
、
地
元
で
管
理
を

希
望
す
る
所
有
者
が
い
る
こ

と
が
判
明
。
接
触
を
続
け
た

結
果
、
こ
の
ほ
ど
学
区
と
の

連
絡
を
希
望
し
て
い
る
所
有

者
４
人
う
ち
、

初
の
ケ
ー

ス
と
し
て
４
西
地
区
の
空
き

家
所
有
者
１
人
と
学
区
が
見

守
り
す
る
こ
と
で
合
意
、
学

区
自
治
連
と
の
間
で
、
契
約

を
交
わ
し
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

見
守
り
活
動
の
主
な
内
容

は
、
空
き
家
敷
地
内
に
入
り
、

建
物
外
観
、
庭
木
、
雑
草
の

状
態
な
ど
を
所
有
者
に
報
告
、

異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
に
通

報
し
、
相
談
に
の
る
な
ど
し

か
る
べ
き
対
応
に
あ
た
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

見
守
り
に
あ
た
っ
て
は
現

状
の
確
認
が
必
要
で
、
契
約

書
締
結
の
さ
い
、
学
区
自
治

連
会
長
が
指
定
す
る
調
査
員

が
敷
地
内
に
入
り
、
空
き
家

の
現
状
確
認
調
査
を
行
う
こ

と
に
な
る
。
確
認
調
査
に
は
、

調
査
員
と
分
か
る
ベ
ス
ト
か

腕
章
を
着
用
、
空
き
家
の
両

隣
、
後
方
住
宅
に
調
査
に
入

る
こ
と
を
通
報
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

市
の
空
き
家
対
策
推
進
室

は
、
将
来
に
わ
た
り
ま
ち
づ

く
り
を
見
据
え
た
日
吉
台
の

空
き
家
対
策
を
推
進
、
支
援

を
す
る
た
め
学
区
約
３
０
０

世
帯
を
抽
出
し
、
所
有
家
屋

住
民
の
意
向
調
査
を
す
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

学
区
自
治
連
合
会
は
、
平

成
27
年
9
月
改
正
、
本
年
5

月
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保

護
法
に
基
づ
き
、
学
区
個
人

情
報
保
護
方
針
（
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ポ
リ
シ
ー
）
を
定
め
た
。

9
月
開
催
の
学
区
自
治
連
定

例
会
で
提
案
、
決
定
し
た
も

の
で
、
連
合
自
治
会
規
約
に

基
づ
く
諸
手
続
き
を
経
て
施

行
す
る
。

改
正
前
の
個
人
情
報
保
護

法
で
は
、
５
０
０
０
人
以
下

の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事

業
者
は
法
の
対
象
外
だ
っ
た

が
、
改
正
後
は
す
べ
て
の
事

業
者
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の

事
業
者
に
は
、
自
治
会
や
同

窓
会
な
ど
の
非
営
利
組
織
も

該
当
す
る
。
学
区
自
治
連
で

は
、
従
来
か
ら
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
適
切
に
管
理
、

慎
重
な
取
り
扱
い
を
し
て
き

た
が
今
後
は
法
の
対
象
に
な

る
こ
と
か
ら
個
人
情
報
保
護

方
針
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
）
で
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
に
し
た
。

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、

個
人
情
報
を
集
め
る
と
き
に

は
、
利
用
目
的
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
、
本
人
に
利
用
目
的

を
明
示
す
る
。
保
管
す
る
さ

い
に
は
、
情
報
漏
え
い
防
止

に
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
求
め
て
い
る
ほ
か
、
第
三

者
に
提
供
す
る
と
き
な
ど
の

ル
ー
ル
も
定
め
て
い
る
。

学
区
自
治
連
の
個
人
情
報

保
護
方
針
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ポ
リ
シ
ー
）
で
は
、
自
治
連

合
会
で
取
り
扱
う
個
人
情
報

の
取
得
、
利
用
、
提
供
、
廃

棄
等
の
管
理
を
適
正
に
行
う

こ
と
を
基
本
方
針
に
、
利
用

目
的
と
し
て
適
用
さ
れ
る
情

報
の
種
類
や
範
囲
を
明
記
、

会
員
ら
の
同
意
な
く
情
報
の

収
集
、
目
的
外
の
利
用
を
禁

じ
て
い
る
。

ま
た
、
方
針
で
は
第
三
者

へ
の
情
報
提
供
の
取
り
扱
い
、

保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
も
詳
細
に

規
定
し
た
。
学
区
自
治
連
で

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
ー

シ
ー
の
文
言
を
精
査
の
う
え
、

成
案
を
10
月
開
催
の
学
区
自

治
連
定
例
会
に
示
し
、
施
行

す
る
。

学
区
自
治
連
合
会
は
、
9

月
16
日
の
学
区
自
治
連
定
例

会
で
、
湖
西
道
路
4
車
線
化

に
伴
う
騒
音
、
振
動
問
題
に

つ
い
て
沿
線
住
民
と
し
て
対

策
を
検
討
す
る
学
区
自
治
連

特
別
委
員
会
「
湖
西
道
路
4

車
線
化
騒
音
、
振
動
対
策
検

討
委
員
会
」
（
仮
称
）
の
設

置
を
決
め
た
。

同
道
路
4
車
線
化
工
事
は
、

２
回
目
の
国
体
が
開
催
さ
れ

る
平
成
36
年
度
完
成
を
め
ざ

し
す
で
に
着
工
。
完
成
す
る

と
現
在
の
通
行
車
両
が
倍
増
、

1
日
4
万
８
０
０
０
台
の
交

通
量
が
見
込
ま
れ
る
。
交
通

量
増
加
に
伴
い
車
の
通
過
騒

音
被
害
や
大
型
車
の
段
差
で

の
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
振
動
被

害
が
増
加
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
学
区
自
治
連

で
は
6
月
か
ら
7
月
に
か
け

国
交
省
滋
賀
国
道
事
務
所
の

担
当
者
を
呼
ん
で
通
過
交
通

倍
増
に
よ
る
騒
音
、
振
動
対

策
の
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ

沿
線
の
4
東
地
区
で
は
、
高

さ
３
㍍
の
遮
音
壁
の
設
置
を

明
ら
か
に
し
た
が
、
１
南
地

区
で
は
既
存
の
遮
音
壁
と
道

路
切
土
と
盛
り
土
で
騒
音
が

軽
減
さ
れ
遮
音
壁
工
事
は
行

わ
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

滋
賀
国
道
事
務
所
が
示
し

た
騒
音
数
値
は
、
予
測
数
値
。

振
動
対
策
に
つ
い
て
も
具
体

策
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
説
明

会
に
出
席
し
た
住
民
側
か
ら

説
明
不
足
と
反
発
。
学
区
自

治
連
と
し
て
も
住
民
独
自
の

検
討
、
研
究
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
た
。

学
区
自
治
連
役
員
会
で
は
、

直
接
被
害
を
こ
う
む
る
と
予

想
さ
れ
る
１
南
地
区
と
４
東

地
区
の
住
民
を
主
に
委
員
会

を
構
成
、
学
区
自
治
連
役
員

数
人
も
委
員
会
に
加
わ
り
10

月
を
目
処
に
委
員
会
を
発
足

さ
せ
る
。

原稿掲載希望の方は編

集部にご連絡をお願いし

ます。

文
部
科
学
省
が
今
春
国
語

と
算
数
の
２
教
科
で
行
っ
た

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、

発
表
さ
れ
た
。

日
吉
台
小
の
子

ど
も
た
ち
は
、

国
語
、
算
数
と

も
ほ
ぼ
全
国
レ

ベ
ル
か
レ
ベ
ル

を
超
え
る
学
力
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

学
力
調
査
は
、
文
部
科
学

省
が
小
学
校
で
は
全
国
の
小

学
６
年
生
を
対
象
に
4
月
18

日
に
実
施
。

国
語
と
算
数
の
知
識
を
問

う
問
題
、
算
数
の
知
識
を
活

用
す
る
問
題
で
は
、
全
国
レ

ベ
ル
か
そ
れ
以
上
の
成
績
だ
っ

た
。
こ
の
結
果
か
ら
日
吉
台

小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の

点
に
つ
い
て
力
が
し
っ
か
り

定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。国

語
の
知
識
を
活
用
す
る

問
題
で
は
課
題
が
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
「
場
に
応
じ
た
言

葉
遣
い
」
、
「
ス
ピ
ー
チ
す

る
さ
い
の
メ
モ
の
利
点
」

「
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉

遣
い
で
考
え
を
話
す
」
設
問

な
ど
、
項
目
に
よ
っ
て
正
答

率
が
低
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

同
小
で
は
、
こ
の

結
果
を
ふ
ま
え
て
、

対
話
的
な
学
び
、

場
に
応
じ
た
言
葉

遣
い
、
表
現
の
仕

方
や
伝
え
る
力
を

育
て
る
指
導
の
進
め
方
研
修

を
進
め
、
子
ど
も
の
学
力
向

上
に
つ
な
げ
た
い
、
と
し
て

い
る
。

空
き
家
見
守
り
活
動
開
始
へ

所
有
者
と
合
意
、
対
策
へ
一
歩
踏
み
出
す

４車線化に対応、特別委設置
騒音、振動対策など協議

湖西道路

全国レベルか、超える成績
日吉台小6年生児童

文
科
省
の
学
力
テ
ス
ト
結
果

一

部

に

課

題

も

学
区
個
人
情
報
保
護
方
針
策
定

情
報
管
理
を
さ
ら
に
徹
底

改正保護法施行で

日吉台新聞編集部
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大
津
市
が
進
め
る
市
民
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
検
討
の
支

所
業
務
に
つ
い
て
、
田
中
鉄

也
自
治
協
働
課
長
は
9
月
4

日
の
市
自
治
連
合
会
定
例
会

で
、
「
支
所
統
廃
合
で
廃
止

さ
れ
る
支
所
業
務
の
市
民
へ

の
影
響
、
廃
止
し
た
場
合
の

代
替
サ
ー
ビ
ス
の
方
法
、
廃

止
す
る
支
所
名
な
ど
を
現
在

庁
内
で
検
討
し
て
い
る
。
検

討
案
で
あ
り
、
ま
と
ま
り
次

第
、
市
自
治
連
合
会
の
み
な

さ
ん
に
お
示
し
し
、
協
議
を

は
じ
め
た
い
」
と
支
所
統
廃

合
に
つ
い
て
庁
内
作
業
進
行

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
会
合
に
出

席
し
て
い
た
各
学
区
代
表
の

学
区
自
治
連
会
長
か
ら
「
住

民
票
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
取
得
で
き
る
と
あ
る
が
、

コ
ン
ビ
ニ
が
な
い
学
区
が
あ

る
。
公
共
交
通
機
関
が
な
い

学
区
が
あ
り
、
残
さ
れ
る
隣

接
の
支
所
へ
で
か
け
ら
れ
な

い
老
人
が
い
る
」
「
廃
止
す

る
支
所
の
数
を
減
ら
す
案
は

な
い
の
か
。
従
来
ど
お
り
の

機
能
を
残
せ
」
な
ど
反
対
意

見
が
相
次
い
だ
。

田
中
課
長
は
「
検
討
案
は

案
の
案
で
あ
る
。
案
を
示
し

た
あ
と
話
し
合
い
、
協
議
を

し
た
い
」
と
し
た
う
え
で

「
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は
、
公

民
館
機
能
、
防
災
機
能
、
地

域
自
治
機
能
、
支
所
機
能
の

4
機
能
が
あ
る
。
4
機
能
の

う
ち
公
民
館
、
防
災
、
地
域

自
治
機
能
の
３
機
能
は
36
学

区
す
べ
て
残
す
。
支
所
機
能

に
つ
い
て
一
定
の
数
に
集
約

す
る
」
と
し
た
。

定
例
会
に
同
席
し
た
井
上

佳
子
市
民
部
長
は
「
税
収
が

減
る
う
え
扶
助
費
は
年
々
増

加
す
る
。
市
財
政
が
破
綻
し

な
い
た
め
に
大
き
な
決
断
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

支
所
集
約
化
に
理
解
を
求
め

た
。
市
自
治
連
の
谷
正
男
会

長
は
「
こ
の
問
題
で
学
区
自

治
連
で
は
み
な
同
じ
意
見
だ

ろ
う
。
市
自
治
連
で
こ
の
問

題
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
体
制
を
組
み
た
い
」

と
議
論
を
引
き
取
っ
た
。

敬
老
月
間
中
の
9
月
10
日
、

日
吉
台
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
第
13
回
「
福
祉
ま

つ
り
～
敬
老
の
つ
ど
い
～
」

が
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
。
参
加
し
た
お
年

寄
り
た
ち
は
、
式
典
の
あ
と

繰
り
広
げ
ら
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
あ

る
お
楽
し
み
広
場
、
模
擬
店

な
ど
行
事
を
満
喫
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
。

長
寿
を
祝
う
式
典
「
敬
老

の
つ
ど
い
」
に
は
、
学
区
在

住
の
75
歳
以
上
の
在
住
者

６
８
１
人
の
う
ち
１
０
７
人

が
出
席
。
参
加
者
中

高
齢
、

99
歳
に
な
る
１
丁
目
在
住
の

達
脇
勉
さ
ん
も
元
気
な
姿
を

見
せ
て
い
た
。
開
会
式
で
呉

屋
之
保
・
学
区
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
が
「
み
な
さ
ん
ご

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
健
康
寿
命
を
の
ば
し
長

寿
の
ま
ち
日
吉
台
を
み
ん
な

で
つ
く
っ
て
ゆ
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
、
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
越
直
美
・
大
津
市
長
が

「
滋
賀
県
は
健
康
長
寿
日
本

一
だ
。
こ
の
敬
老
の
集
い
を

機
に
ま
す
ま
す
お
元

気
で
長
生
き
を

し
て
く
だ

さ
い
」

と
激

励
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

た
＝
写
真
。

こ
の
あ
と
今
年
米
寿
を
迎

え
た

24
人
の
う
ち
式
典
に

出
席
し
て
い
た

11
人
に
お

祝
い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
主
催

の
「
２
０
１
７
年
度
第
33
回

日
吉
台
学
区
民
大
運
動
会
」

は
10
月
８
日
（
雨
天
の
場
合

は
９
日
）
、
日
吉
台
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
る
。

運
動
会
開
催
に
あ
た
っ
て

学
区
自
治
連
で
は
、
学
区
体

育
振
興
会
（
上
嶋
徳
久
会
長
）

と
協
議
し
な
が
ら
例
年
と
同

様
、
学
区
内
の
各
種
団
体
の

協
力
を
得
て
実
行
委
を
組
織
、

検
討
を
重
ね
て
き
た
。

運
動
会
は
、
午
前
9
時
に

開
会
式
が
あ
り
、
来
賓
、
役

員
、
選
手
集
合
の
あ
と
開
会

宣
言
。
前
年
度
男
女
混
合
リ

レ
ー
優
勝
の
１
丁
目
南
と
２

丁
目
南
両
自
治
会
代
表
に
よ

る
炬
火
入
場
、
点
火
が
あ
り
、

前
年
度
総
合
優
勝
チ
ー
ム
4

丁
目
東
代
表
選
手
が
選
手
宣

誓
を
行
う
。

競
技
プ
ロ
ク
ラ
ム
は
、
玉

入
れ
、
幼
児
走
、
5
分
間
持

久
走
、
ジ
ャ
ン
ボ
ボ
ー
ル
運

び
、
お
も
し
ろ
リ
レ
ー
、
買

い
物
競
争
な
ど
例
年
と
競
技

種
目
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

運
動
会
の
華
、
男
女
混
合
リ

レ
ー
で
競
技
の

後
を
締
め

く
く
る
。

競
技
後
、
幸
運
の
抽
選
会

が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
抽
選

会
に
不
在
の
人
は
当
選
無
効

と
な
る
の
で
注
意
。
雨
天
延

期
、
中
止
の
判
断
は
、
9
日

午
前
5
時
半
ま
で
に
学
区
自

治
連
会
長
、
体
育
振
興
会
長

が
協
議
し
判
断
、
連
絡
網
で

伝
え
、
学
区
自
治
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
す
る
。

長
寿
祝
い
敬
老
の
つ
ど
い
も

に
ぎ
わ
う
お
楽
し
み
広
場

統
廃
合
の
支
所
名
を
検
討

市
方
針
説
明

各
学
区
で
反
対
の
声
相
次
ぐ

10
月
8
日
、
日
吉
台
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

米
寿
の
記
念
品
を
贈
ら
れ
る
敬
老

の
つ
ど
い
参
加
者
（
左
）

下
は
、
に
ぎ
わ
う
お
楽
し
み
広
場

２
丁
目
北
自
治
会
な
ど
が
、

７
月
21
日
か
ら
9
月
10
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
と
日
曜
日

の
10
時
～
午
後
４
時
、
自
宅

を
出
て
涼
し
く
語
り
合
い
ま

せ
ん
か
、
と
冷
房
の
効
い
た

２
丁
目
北
集
会
所
を
「
思
い

や
り
涼
み
処
」
と
し
て
開
放
。

期
間
中
、
涼
し
そ
う
な
デ
ザ

イ
ン
の
簾
が
玄
関
に
か
け
ら

れ
た
会
場
に
は
、
お
や
つ
や

お
弁
当
、
飲
み
物
を
持
参
し

た
住
民
ら
が
、
グ
ル
ー
プ
で

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
読
書

や
手
芸
な
ど
、
お
も
い
お
も

い
に
自
分
の
時
間
を
楽
し
ん

で
い
た
＝
写
真
。

主
催
者
側
で
は
、
来
場
者

に
「
思
い
や
り
涼
み
処
」
に

滞
在
中
、
自
宅
の
エ
ア
コ
ン

や
そ
の
他
使
用
中
の
電
源
を

切
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
延
べ
13

日
間
の
開
設
期
間
中
の
来
場

者
の
人
数
、
滞
在
時
間
な
ど

か
ら
省
エ
ネ
の
効
果
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
家
庭

の
消
費
電
力
量
は
約
４
１
０

ｋ
ｗ
ア
ワ
ー
削
減
、
二
酸
化

炭
素
削
減
効
果
は
約
２
０
４

㌔
㌘
に
達
し
た
。
主
催
者
は
、

今
夏
の
実
績
を
参
考
に
来
年

は
も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
、
と
意
気

込
ん
で
い
る
。


